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都市計画の決定手続

都市計画と環境影響
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都市計画提案制度

最紫更新日:平成26(201繊年12月 3薔

住民等による謁 づくりの取組を都市計画に反映させる割度として、平成14年7月公布の都市計画法の

一部改正により鋼設され、平成15年 1月 1日より運用されています今

1 提案できる都市計画

部が定める都市計画のうち、「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針飾 計画区域マスタープ

ラン)」重びに「都市計画再開発方針等※」を除(都市計画について提案することができます。なお、区市

釘村が定める都市計画について専ま、それぞれの区市町村へ提案していただくことになります。

詢 事再爵発の方螢、住宅市r31雄のF73発整備の方針、防災街区整備方針等

|1機        監栂爾鰊 120毬 )

2提 案できる方

提ヽ案しようとする区域内の土地所有者や惜地籍者亀
‐まちづくりN'0法人、営利を目的としない法人等

lfI垂暴長要な条ちl

轟嘉割剰%藤蹴蹴期
・提案区域内勢土地の所有者等の3分の2以上の同|

4提 案に必要な書類

(1)提案者の氏名及び住所を記載した都市計議提案書

(2)都市計画の素案

(3)土地所有者等の問意を得たことを証する書類

(4)都市計画提案ができる者であることを証する書類

5手 続の流れ

■‐都
~4癬
画提案制度の流れ違麟艤54K3,

6都 市計画提案の間覧

現在、提案を受1ナ、手続中の案件:ま次のとおりですJ
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!「外環の2・廃止め都市計画提案」の提案書           _1__ 五盛墓嚢理褻塁塁___J

上記提案1ま、「東京都都市計画の提案に関する規則第2条第6項Jに基づき、平成26年 12月 3日より、  
「

東京都都市整鸞局都市づくり政策部都市計画課 (都庁第二本庁舎21階北側)1こて関覧に供していま ′″
″
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そのfL、 詳機につきましては、■塁麹壺菫運證鱚風案範援議〔輻 118鐵 3)をご覧くださしヽも

お問い合わせ先

都市づくり政策部 都市計画課

員呈言番03-5888-3225
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都 市 計 画 提 案 tll度 の 流
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都市計画の決定
(第 18条第 1項 )

必要に応じて区市町村に意見を聞<
(第 15条の 2第 2項)

都市計画を定めない旨と理由を
提案者:こ通inl

〔第21条のS第 1項)

慇

土地所有者、まちづくりNPO等 による都市計画の提案
(第 21条の鑢

(提案の要件 )

の一定の面積以上の一体的な区域 (原則として0_Sha以上)t儡留蒙灯誕罐璃昔蜜琵繁軋諄■雛戚桑等)

東京都 l~■、提案に基づ く都市計画を定めるか還滞なく‐inj断

(第 21条の⇒

提案を踏まえて都市計画を定

める必要がないと認めるとき

提案を踏まえて都市計画を定める
必要があると認めるとき

・説明会の開催等

‐都市計画案の1(第
16条第 1嚇

宇成
〔第21条の 3)

国、公共施設管理

予定者等に協議

(第 18条第 3項、
第器条第 6項 )

素案を提出し、

(第 21条の 5第 2項 )
都市計画の実の公告、経覧

(住民、利害関係人等による

意見書提出)
(第 17条第1項、第2項)

区市町村に意見照会

(第 18条第 1項)

都市計画疹案、
意見書の要旨を

素案と住民等による

(第 18条第 1 2項,第 21条の導
都市計画を定めない

}最働‐貫



東京都知事最

「外環の 2・廃上の都市計画提案Jの提案書

提案者 :杉並区

2011--12-… 26

古 ;i:英夫

本件 !ま 地元、杉童区善福寺 2丁目を通過する外環の 2・都市計画を廃止して欲じ
しヽという提案です。

外環舎 2は外環本線と共に 昭和 4f年に高架方式 :こて決定したものの計画地域の
住民命反対が難  昭和 45年時の根元建設大臣が『住民の理解が得られるまでは
強行すべきでない』と凍結宣言が発表されて以降、凍結状態となりました。

それから約 30年を経て 平成 13年に外環機構造を地下トンネル方式 :こ変更して再
浮上しました。当初の構造で|ま余りに立ち退き対象者が多く 用地買収が甕難と考え

ての選択と思われます。その際、沿線 フ駆市の計画地域住民に対し外環の進蜂方に
ついて『 yt・環の計画たたき台』の説明会が沿線区市の 10会場で延べ 3.000人の住民
の前で開催されました。

その病容は外環本線と幹線道路〈外環の 2)は 集約して地下に移すという説明であ

り、残された地上部は どの様に活用するかは地元の意向に従うとの説明でした。
これは 平成 13年、および 平成 18年の石原都知事の記者発表説明や 平成 14年
の有識者委員会の最終提言、平成 15年の国交大臣・都知事の外環についての方針、
何れも そ翁趣旨に沿ったものです。このことiま石原都知事の言葉、「地止には道路
|まもう作らなしヽ、もう安心して生活して欲じしヽメこ集綿されてしヽるのです。

ここで本来なら東京都は「外環本線Jを亭響有率な1準下≒ン■ィン事事に替準弯票
した事年伴い「外環のィJ撃廃二1部市計郵変薫をすが華 ったつで|すが 歌えて
外環の2は当初案のまま 変更せず1「残して来ました。このことを『外環の2が地ょ
部に残ったまま!=なってtlるので、:会線地域の住民の意向で 難待される道路に作り
あ1ずたヽ 1)』との部の主張は 簸が運らないと尋います。

元々 地二部の利轟方法1■ついて1ま′国交大臣・都知事の方針(平成 15年 3月発
表〉にある様に 各地轟の言毒l「合わせてが手

=Tを
選ぶとしていl_―ものであザ弘導

1ま
「外環の2Jは地下:子移ったものと澤解与て与lますので 表蘇

=存
在する計画を廃‐

華1今まで尋りの隼溝を希望するものです。
よってここに「外環の か廃上の都市計画提案Jを提出する事としました。
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